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花火大会へのお誘い 

松山（株）様 新入社員研修 

 ９月３日（雨天の場合は９月６日）寄宿
舎では恒例の花火大会が行われ、十数
発の花火が千曲川の堤防から打ち上
げられます。規模は小さいのですが、頭
の上ではじける花火は迫力満点、耳と
いうより全身で花火を感じられます。 

 ３０年近く前、寄宿舎の職員と「上小航
跡の会」の小川さんが「信州青年の船」
に乗り合わせたことがきっかけで、それ
以来続いている花火大会です。地域に
は、乳幼児や、ご高齢の方のいらっしゃ
るお家もあり、ご迷惑をおかけいたしま
すが、どうかお許しください。また、ぜひ
学校に足をお運びになり、 
子どもたちと一緒にお楽し 
みください。なお、寄宿舎 
南の舎庭でご観覧くださ 
い。また、お車は食堂北 
側の駐車場をご利用くだ 
さい。 
  

 松山株式会社様は、以前から本校との結びつきがとても
深い企業様です。物流センターが近くにあるということで、
毎年何人もの高等部生徒が現場実習をさせていただいて
おり、実習をした卒業生が毎年何人も就職させていただい
ております。また、現場実習期間中には資材を学校に搬入
し、資材センターと同様の仕事が、校内でできるようにして
いただき、多くの生徒が実習をさせていただいております。 
  松山（株）様は、実習や卒業生を受け入れてくださるばか

りではありません。新入社員の皆さんが本校高等部の生徒
と丸１日過ごすという、県内、他に例のない研修をしてくだ
さっています。実習が始まる前に本校のこと、生徒のこと、
学習や活動のことをよく知った上で実習を受け入れてくださ
るというわけです。ありがたいことです。 
  今年度は、５月２３日（水）に８名の新入社員の皆さんと２

名の指導係の方が、生徒に混じり作業等の活動をされまし
た。普段人にものを教える機会の少ない生徒ですが、この
日は自分たちが先輩。生徒の自己有用感を高める上でもよ
い取組です。 
 この取組はこれからの企業と学校の姿として県教育委員   
   会も関心があるようです。 

  

  

  

  

     「座右の銘」（２月１２日 校長講話にて） 

  
｢座右の銘｣という言葉を聞いたことがありますか。人が生きていく上で大切にしている言

葉や考え方のことです。 
人は、人生の中でいろいろな人に出会います。その出会いの中で、いろいろな考え方や言

葉に感銘を受け、生き方を見直すことがあります。 
元プロ野球選手で、読売巨人やニューヨークヤンキースで活躍し、国民栄誉賞を受賞した

松井秀喜さんは、小学校３年生の時にお父さんから贈られた言葉を大切に練習に励んだそう
です。｢努力できることが才能である｣という言葉です。松井さんのことを天才であると言う
人もいるようですが、本人は決して自分のことを天才だとは思っていないそうです。父親か
ら贈ってもらった言葉を常に心に置いて、誰よりも努力を積み重ね、あれだけの成績を残し
たそうです。 
私の話をします。前にも話しましたが、私の父も教員でした。                        

２０年前に他界しています。生前、父は、よく「人には優しく                          
温かく、自分には厳しく」（江戸時代の儒学者・佐藤一齋の                           
｢春風秋霜｣の精神）と言っていました。私はこの言葉が好き                            
で、常に心に置いて生きています。 
皆さんは、今大切にしている言葉がありますか。 
これからの人生、素晴らしい人や言葉に出会えるといいですね。 
これでお話しを終わります。今日もしっかり聞いてくれてあり             

がとう。 

      １年 豆まき 

図工でお面を作り、自分の中から
追い出したい鬼を考えて豆をまきま
した。「わがまま鬼を追い出した
い。」「好き嫌いをなくしたい。」
「忘れ物をする鬼を追い出した
い。」・・・大きな声で「鬼は外!」
「福は内 !」と豆を投げました。ま
た、いつもお世話になっている２年
生と6年生の教室へも行き、豆まきを
しました。自分の中の鬼を追い出せ
るよう願っています。 
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            １・２年  けん玉講習会 
 1月29日(水)上田けん玉クラブの清水悟さんにお
越しいただき、けん玉の技を見せていただいたり、
けん玉のコツを教えていただいたりしました。 
 見たこともないような難しい技を見せてもらうと、
思わず拍手と歓声があがりました。けん玉の楽しさ
と奥深さに引き込まれていくな１時間でした。 
 「けん玉が楽しい！」と思えることが、上達への
一番の近道。みんなでけん玉を楽しみながら挑戦し
てみたいと思います。 
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 ２月の主な行事予定 

   
   
  

１４日（金） １・４年参観日 
１８日（火） ２・３年参観日 
２０日（木） 新児童会発足 
２１日（金） ６年 音楽鑑賞会 
２７日（木） １・６年参観日 
 

   

 ３日（月） 計画休業（別所節分） 
 ４日（火） 児童会選挙結果公示 
 ６日（木） 最終児童会 
１０日（月） ６年租税教室 
１３日（木） 児童会引継会  

 児童会長選挙 
国語の「野原に集まれ」という単元で野原の住人

になりきって、気持ちや考えていることを想像しな
がら詩を作りました。新しく学習した「比喩」や
「強調」の表現を使って言葉のリズムのよい詩を考
えました。いくつか紹介します。 

初めての彫刻刀 3年生 
３年生は図工の版画で、初めて彫刻刀に挑
戦しました。丸刀を中心に彫り、部分的に
三角刀や平刀を使いながら彫り進めました。
はじめはうまく彫れなかった子どもたちで
すが、仕上がるころには、彫刻刀の使い方
がとても上手になりました。黒いインクで
刷った後に、裏から絵の具で色をつけまし
た。それぞれの思いがこもった作品になり
ました。 

    
 1月31日（金）児童会長を決める選挙
が行われました。開票の結果は、 
  
児童会長 １組 矢坂 悠 さん 
 
副会長  ２組 市村 知優 さん                   
 
 2人には来年度の児童会の中心になっ
て、活躍していくことを期待します。    
 また、選挙に際して、各候補者の推
薦責任者・選挙管理委員の皆さんも選
挙活動を中心になって進めてもらいあ
りがとうございました。そして、来週、
5年生全員が6年生から各委員会を引き
継ぐことになります。いよいよこれか
ら新児童会がスタートです。 


